
は抜け道になり渋滞

大
岩
区
民
だ

富
士
見
小
通
学
路

危
険

解
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

朝
の
、
に
い
や
商
店
付
近
の
交

通
渋
滞
は
誰
も
が
な
ん
と
か
な

ら
な
ら
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
富
士
見
小
へ
通
う

子
供
た
ち
も
、
ほ
と
ん
ど
車
と
触

れ
る
よ
う
に
、
狭
い
道
を
歩
い

通
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す

そ
こ
で
富
士
見
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

自
分
た
ち
の
力
で
で
き
る
こ

を
し
た
い
、
と
危
険
解
消
プ
ロ

ェ
ク
ト
（
会
長

一
町
内
、
勝

秀
樹
さ
ん
）
を
立
ち
上
げ
、
交
通

量
な
ど
の
調
査
を
実
施
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
特
例
で
市
か
ら
ペ
ン

キ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
Ｐ
Ｔ

ら
北
に
上
る
県
道
、
南
か
ら
合
流

す
る
市
道
な
ど
が
あ
り
、
一
筋
縄

で
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
回
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

「
地
元
」
と
「
県
」
と
「
市
」
が

消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
長
、
部
農
会

長
、
県
富
士
土
木
事
務
所
と
、
市

道
路
課
の
職
員
の
皆
さ
ん
。
総
勢

二
十
名
ほ
ど
で
し
た
。

そ
こ
で
出
た
意
見
は
、
「
と
に

か
く
「
に
い
や
」
さ
ん
の
所
の
交

の
計
画
が
決
定
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
ん
な
計
画
の
方

が
い
い
の
で
は
、
と
い
う
よ
う
な

前
向
き
な
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、

班
、
戸
主
氏
名
、
電
話
、
役
職
、

と
、
各
町
内
の
班
の
お
お
よ
そ
の

位
置
を
示
す
地
図
を
掲
載
す
る

予
定
で
す
。
（
住
所
は
割
愛
）
個

人
情
報
保
護
へ
の
対
応
で
す
。

野草のてんぷ

まわれた。 

（１）   大岩３区区民だより 平成１７年６月号 
付近の道
て
。
がとジ又
 ３

区
よ
り
発行責任 区長 渡井瀧男

広報部 松田寿久、渡井美哲

鈴木利広、森茂栄子

湯元洋子

Ａ
が
団
結
し
て
一
部
の
非
常
に

危
険
な
箇
所
に
グ
リ
ー
ン
の
安

全
帯
を
塗
り
ま
し
た
。
子
供
は

「
こ
れ
で
少
し
安
心
し
て
通
れ

る
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
を
通
る
車
の
絶

対
量
が
減
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
単
体
で
で
き

る
こ
と
と
い
え
ば
、
交
通
量
調
査

を
し
て
市
や
県
に
訴
え
た
り
、

「
通
学
路
」
「
ス
ピ
ー
ド
落
と

せ
」
な
ど
の
標
識
を
設
置
し
て
も

ら
う
こ
と
な
ど
で
し
た
。

県
と
市
が
動
い
た
！

し
か
し
、
富
士
見
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
望
月
直
文
さ
ん
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
よ
り
マ
ス
コ
ミ
に
も
数
回

取
り
上
げ
ら
れ
、
市
や
県
も
な
ん

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
の

土
木
工
事
も
、
地
元
の
熱
意
と
協

力
が
あ
る
所
に
実
施
す
る
、
と
い

う
予
算
枠
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ

の
「
に
い
や
」
さ
ん
の
交
差
点
（
元

大
岩
交
差
点
）
の
道
路
は
、
東
か

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
こ
こ

の
交
差
点
を
な
ん
と
か
し
よ
う
、

と
話
し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。

第
一
回
会
議

四
月
九
日
に
区
民
館
で
行
わ

れ
た
第
一
回
目
の
話
し
合
い
で

は
、
地
元
が
何
を
望
ん
で
い
る
か

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
語
り

ま
し
た
。

こ
の
会
議
に
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
は
、
区
長
、
各
町
内
会
長
、

区
顧
問
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
危
険
解

差
点
は
変
則
で
、
特
に
朝
は
流
れ

が
悪
く
危
険
、
こ
れ
を
な
ん
と
か

し
よ
う
」
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

大
き
な
方
向
と
し
て
、
こ
の
交
差

点
を
十
字
路
に
近
い
形
に
し
て

い
き
、
信
号
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
条
件
整
備
を
し
て
い
く
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
計
画
は
、

用
地
買
収
な
ど
も
含
む
大
掛
か

り
な
こ
と
で
、
地
元
地
権
者
の
方

の
協
力
も
求
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
大
事
な
こ
と
は
、
こ

是
非
、
こ
の
「
元
大
岩
交
差
点
改

良
会
議
」
に
参
加
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

住
民
の
意
識
、
協
力
が
大
事

今
は
、
公
共
工
事
で
さ
え
、
地

元
の
意
思
を
尊
重
し
て
、
地
元
と

協
力
し
て
お
こ
な
う
、
と
い
う
方

向
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ず

意
思
を
表
す
こ
と
、
そ
し
て
一
つ

の
方
向
が
決
ま
っ
た
ら
、
団
結
し

て
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
、
よ
り
安
全
に
す

る
良
い
方
策
が
思
い
つ
く
方
は
、

是
非
ご
提
案
く
だ
さ
い
。
会
議
へ

の
参
加
に
つ
い
て
は
、
渡
井
区
長

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
四
回
大
岩
堤
祭
賑
や
か

に
実
施
さ
れ
る

五
月
一
日
（
日
）
に
、
大

岩
堤
で
「
大
岩
堤
祭
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
は
、
堤
を
作

っ
た
先
人
の
努
力
に
思
い
を
は

せ
つ
つ
、
大
岩
に
残
さ
れ
た
自
然

を
楽
し
む
た
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

三
子
連
や
、
ビ
オ
ト
ー
プ
大
岩
、

寿
会
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
が
協

力
し
て
、
五
月
晴
れ
の
も
と
、
大

岩
堤
の
ほ
と
り
で
半
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

恒
例
の
野
草
の
て
ん
ぷ
ら
は

大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
今
回
渡

井
さ
ん
（
前
一
町
内
会
長
）
の
協

力
に
よ
る
「
き
の
こ
汁
」
も
無
料

で
配
ら
れ
、
参
加
者
は
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
祭
に
あ
わ
せ
て
、

大
岩
堤
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
堤
カ
エ

ル
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
カ
エ
ル
の
石
像
で
、
長

橋
石
材
様
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

も
の
を
、
大
岩
キ
ッ
ズ
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
、
堤
の
ほ
と
り
に
設
置

し
た
も
の
で
す
。
併
せ
て
、
「
い

こ
い
の
場
」
か
ら
続
く
大
岩
堤
自

然
歩
道
も
、
皆
さ
ん
の
力
で
整
備

し
、
立
派
な
階
段
が
作
ら
れ
ま
し

た
。区

民
名
簿

今
年
度
の
区
民
名
簿
は
、
町
内
、

子供を対象にした秘境「滝沢川く

だり」でダムまで行った

十
字
に
近
い
形
に
す
る
に

は
、
具
体
的
に
は
私
有
地

の
提
供
を
願
う
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

らが無料でふる
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<支出の部>

 区総会費

 防犯灯電
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  敬老会祝
  大岩堤工
  各種団体
  その他  
 合計  
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大
岩
３
区
役
員
新
体
制 

 
 
 

四
月
九
日
（
土
）
、
区
民
館
で

区
役
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

十
六
年
度
の
会
計
報
告
が
な
さ

れ
、
本
年
度
の
事
業
計
画
が
占
め

さ
れ
た
。 

者
は
１
町
内
３
世
帯
、
３
町
内
３

世
帯
、
４
町
内
６
世
帯
だ
っ
た
。 

  

前
区
長
の
時
田
桂
治
氏
は
、
区

顧
問
と
し
て
挨
拶
し
、
区
長
―
町

内
会
長
―
班
長
な
ど
の
つ
な
が

り
（
縦
の
つ
な
が
り
）
と
区
内
諸

区
の
状
況
を
表
し
て
く
れ
た
。 

  

渡
井
区
長
は
、
昨
年
度
の
事
業

を
報
告
（
区
長
と
し
て
の
出
動
回

数
百
十
回
）
し
、
今
年
度
も
区
民

と
協
力
し
、
従
来
か
ら
の
問
題
で

あ
る
道
路
整
備
な
ど
一
つ
で
も

＜各
 
 １

 ２

 ３

 ４

 合

（２）   大岩３区区民だより 平成１７年６月号 

大岩 3区

 

 

 

 

 ４町内会
長を務める
らぶらして
いをしたが
生懸命やろ
ってくれた
り大岩 3区
釣り。釣りは
奥さん、ご

  
 
 
 
 

 
 大岩 3 区
かなぁ」と

計で区に貢

からの信頼

面。趣味は

そうだ。 
計報告 概要                          Ｈ１７年度区諸役員名簿 

            顧問 鈴木幹男      老人会会長 岡野末雄 

越金  2,200        顧問 時田光男     部農会長  渡井巧 
1,500   顧問 時田桂治    踊り指導  大川貴美江 

他   385     区長 渡井瀧男    区防災指導 鈴木隆孝 
付金  658     書記 渡井勝士    消防 班長 下西康行  
          会計 畑山清治       エコ文化祭実行委員長   
   5,107    １町内会長 佐野達也   長谷川正季 

    ２町内会長 川村孝三   ビオトープ大岩代表 
     ３町内会長 望月久夫   佐野 護 

  294    ４町内会長 加々美信   三子連   池田光基 
気料  293    監事 渡井以登子   町づくり  佐野栄一郎 

 867    監事  菅野辰雄     広報部長  松田寿久  
費  611       監事  金森富士雄    市農業委員会 佐野正躬 
事  100               民生委員    佐野雄司 
助成  470    諸団体役員             民生委員    大塚清美 

    体育部長 山田忠男   民生委員  鈴木俊男 
5,107    子ども会     民生委員  林 敏子 

千円）          連合会長 望月淳     更正保護婦人会 時田千代子 
ペガサス 仙洞田仁     環境美化推進委員 佐野 寛 
不死鳥  内田寿代     青少年指導委員 佐野照身 
スマイル 鈴木達也     交通安全協会富士根北分会 
市体育指導員 海瀬敏男   渡井勝士  渡井瀧男 
保健委員 伊藤奎子       佐野孝男    片田幸治 
保健委員 西方光子       佐野 護    鈴木博之 
市交通安全協会婦人部    

鈴木玉江    
                       佐野玉枝     

         

 

ま
た
、
本
年
度
の
役
員
が
紹
介

さ
れ
た
。
（
左
図
の
と
お
り
） 

昨
年
度
の
大
岩
三
区
へ
の
移
住

団
体
の
横
の
つ
な
が
り
が
う
ま

く
機
能
し
て
区
の
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
る
、
と
現
在
の
大
岩
三 

実
現
で
き
る
よ
う
に
市
に
も
働

き
か
け
た
い
、
と
抱
負
を
述
べ
た

 

町内の世帯数＞ 
町内 ２３０世帯 
町内  １３世帯 
町内 ３１３世帯 
町内 ３１４世帯 
計  ８７０世帯 
（H17.3.31現在） 
 

。  

紙
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

富
士
見
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
「
紙

の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
着
実
に

成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。 

昨
年
度
は
、
最
初
の
年
だ
っ
た

が
、
大
岩
地
区
だ
け
で
、
２
７
ト

ン
の
新
聞
が
回
収
さ
れ
た
。
ま
た

雑
誌
類
は
お
よ
そ
１
０
ト
ン
。
市

の
補
助
も
含
め
て
１
キ
ロ
８
円

と
す
れ
ば
、
大
岩
地
区
だ
け
で
３

０
万
円
程
度
の
収
入
に
な
る
。
学

区
全
体
で
計
算
す
れ
ば
百
万
円

近
く
に
な
り
、
相
当
な
収
入
で
あ

る
。 ま
た
、
こ
れ
は
市
の
焼
却
炉
の

負
担
減
に
も
つ
な
が
る
。 

業
者
の
方
の
お
話
で
は
、
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ぐ
ら
い
ま
で

は
確
実
に
、
中
国
の
古
紙
再
生
業

が
盛
ん
で
、
安
定
し
て
古
紙
を
輸

出
で
き
る
そ
う
だ
。
我
々
の
エ
コ

意
識
が
市
況
に
影
響
さ
れ
る
の

も
考
え
物
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
現

在
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
利
用

し
、
環
境
へ
の
負
担
減
と
学
区
の

教
育
環
境
改
善
に
つ
な
げ
た
い
。 

区
卓
球
チ
ー
ム
Ｖ 

 

４
月
に
行
わ
れ
た
市
民
ス
ポ

ー
ツ
祭
に
お
い
て
、
区
対
抗
の
部

で
大
岩
３
区
が
強
豪
宮
原
地
区

を
破
っ
て
初
優
勝
を
し
た
。 

チ
ー
ム
は
男
性
４
名
、
女
性
２

名
。
平
均
年
齢
は
５
０
・
５
歳
。

練
習
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
で
の

優
勝
だ
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

と
く
じ
運
の
良
さ
が
優
勝
に
つ 

 
 
 

な
が
っ
た
と
清
利
光
顧
問
（
４
町

内
７
班
）
は
謙
遜
す
る
が
、
実
力

で今図る

 

希らで電

   

た

 
 
 

前列右から、北(1)、佐野(1)、木内(4）さん 
後列右から並木(3)、清(4)、前島(1)さん  ( )町内 

役員紹介 

長。今年度から 2年間、４町内会
ことになった。定年を過ぎて「ぶ
いたら目をつけられた」と照れ笑
、「大岩 3 区に居を構えた以上一
うと思います」と力強く抱負を語
。前は大岩 2区に居住。５年前よ
に。出身は山梨県。趣味はゴルフ、
田子浦、原など。渓流は芝川で。
子息と 3人暮らし。 

 

加
々
美 

信
さ
ん 

畑
山
清
治
さ
ん 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
Ｖ
だ
ろ
う
。 

後
は
、
チ
ー
ム
の
若
返
を 

り
、
２
チ
ー
ム
の
出
場
す

こ
と
が
課
題
だ
そ
う
だ
。 

現
在
、
団
員
を
募
集
中
！ 

望
者
は
清
さ
ん
に
お
知

せ
く
だ
さ
い
。
区
民
名
簿

お
名
前
を
検
索
し
て
お

話
下
さ
い
。 

体
育
祭 

新
趣
向

打
ち
出
さ
れ
る 

五
月
十
五
日
開
催
さ
れ

区
民
体
育
祭
で
は
、
昨
年 

か
ら
の
大
岩
ク
イ
ズ
大
会

や
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
定
着
し
た
。
ま
た
最
後
の

く
じ
引
き
で
は
、
鈴
木
茶
園

の
お
茶
、
八
潮
寿
司
、
蘭
房

の
食
事
券
な
ど
「
区
内
物
」

が
賞
品
に
な
り
、
盛
り
上
が

っ
た
。 

天
気
も
、
昼
食
の
間
だ
け

少
し
雨
が
降
り
、
あ
と
は
曇

り
の
、
体
育
祭
に
う
っ
て
つ

け
の
天
気
だ
っ
た
。 

会計。「早くお役御免にならない

冗談でこぼすが、柔軟で正確な会

献して早 3年目。区長ら幹部役員

は厚い。出身は山梨県、山中湖方

ゴルフ。ハンディは 45 ぐらいだ

 


